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研究成果の概要（和文）： 
スマートフォンを用いたグループで連携する情報検索（モバイル協調検索）において，グ
ループメンバー同士で意思疎通を図りながら検索を可能とするため，2 つの手法を提案お
よび実現した．1 つ目は他者の検索結果上への候補ページ割り込み手法で，これにより検
索中の情報共有を可能とした．2 つ目はグループメンバーの検索状況を考慮したクエリ推
薦手法で，これによりある程度網羅的に調べつつも，意思決定をスムーズに行うことを可
能とした． 
 
研究成果の概要（英文）： 
The objective of this project is to support mobile collaborative information seeking. We 
proposed and realized following two methods. One method enables group members to 
share, compare, and analyze information with others on a search result page. The 
other method supports group members to reach their search goal smoothly by 
suggesting search queries considering each group member’s search activities. In 
addition, we did evaluation tests with our methods and showed the usefulness of them. 
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１．研究開始当初の背景 
 
情報収集および検索において，Google や
Yahoo!などの検索サービスは不可欠なもの
となりつつある．また，スマートフォンなど
の高機能な携帯電話の普及により，モバイル
環境における人と情報との関わり方は大き

く変化しつつある． 
本研究は，「複数のグループでの旅行中に時
間が余って他の名所を探す」「旅先でお腹が
すいたため皆でレストランを探す」「山登り
をしている最中などに見かけた不思議な植
物について一緒に調べる」「宴会終了後に参
加者数人で 2 次会の会場を探す」「外出中に
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近くで事故が起きたときに何が起こったの
かを近くにいる人同士で調べる」「自然災害
などに遭った時などに，どういった経路が，
安全かを他者と一緒に検索する」などの，モ
バイル環境における複数ユーザでの協調型
情報検索に注目するものである（図 1）． 
 

 
図 1 モバイル協調検索 

 
デスクトップ環境における協調検索につい
ては SearchTogether などの研究がなされて
いるが，ある程度大型のディスプレイでの利
用を想定したものであり，モバイル環境への
適用は困難である．また，モバイル環境にお
ける協調ウェブ閲覧に関する研究はあるも
のの，近くにいるユーザが連携して 1 つのペ
ージを閲覧することを目的とするものであ
り，検索を対象とはしていなかった．デスク
トップ環境における協調検索と，モバイル環
境における協調検索の大きな違いは，ユーザ
達の置かれている環境が時々刻々変化する
という点と，ディスプレイサイズが小さく，
一度に閲覧できる情報量に制限があるとい
う点である．また，デスクトップでの協調検
索では，数日や数週間先の目標（数週間先に
どこに観光に行くかなど）について検索を行
うことが多いが，モバイル協調検索ではその
場やそのタイミングに即した検索を行う（こ
れからどこに行くか，目的地への最適なアク
セス経路を探すなど）ことが多いため，限ら
れた時間内で目的を達成する必要がある． 
本研究では，以上のように時々刻々流動的に
変化する人と人との関係を考慮しつつ，複数
人が各自の携帯端末を利用しながら情報検
索を行うことでグループとして目的の情報
を得る，モバイル協調検索を実現することを
目的とするものである． 
ここでは特に，複数人での検索において問題
となる情報の共有方法，そして探索範囲が類
似してしまったりかけ離れてしまったりす
ることにより満足の行く意思決定を行うこ
とが出来ないという問題に注目する． 

２．研究の目的 
 
先述のような，スマートフォンを利用して数
人で連携してある特定の情報検索を行う，モ
バイル型の協調検索を支援するのが本研究
の目的である．その中でもモバイル協調検索
において特に問題となる下記の 2点に着目し，
その問題を解決することを目的とする． 
 モバイル協調検索において利用される

スマートフォンではディスプレイサイ
ズが小さいため，グループメンバー間の
情報共有や各メンバーが興味を持った
情報同士を比較することが困難である
という問題 

 モバイル協調検索において，グループメ
ンバーがほぼ同じ事を検索してしまう
ことで探索範囲が狭まり網羅的に探索
できない，検索内容がかけ離れ過ぎるこ
とによって最終的に意思決定まで至れ
ないという，モバイル協調検索における
グループ内の検索の収束および発散度
合いに関する問題 

上記の問題を解決するため，人と人の関係を
考慮した協調検索および探索の基礎を確立
することを目的とする．  
 
３．研究の方法 
 
まず，モバイル環境での協調検索では，発見
したページを情報共有しようとしたり，探索
空間を伝えようと思ったりしても，ディスプ
レイサイズの制約があるために難しいとい
う問題がある． 
そこで，簡単なインタラクションにより他の
ユーザの検索結果一覧に興味のあるページ
を割り込ませることで通知する手法と，他の
ユーザの探索空間を提示する機能によって
ユーザの協調検索を支援する手法（図 2），さ
らにどのページが良いかを投票可能とし，ラ
ンキング可能とする仕組みを提案および実
装（図 3）し，その有用性を明らかにする． ま
た，モバイル協調検索における情報共有と比
較を支援するため，時空間的近さに基づき手
軽にモバイル協調のためのネットワークを
構成する仕組みも実現する． 

 
図 2 検索結果への割り込みと探索空間提示 



 

図 3 フィードバック集約型ランキングと時
間的近さを用いたグループ生成 

 
一方，モバイル協調検索では，グループとし
て満足のいく結論に達する必要があること
が多く，最後に意思決定が行われる．しかし，
現在の何の支援もないモバイル協調検索で
は意思決定までスムーズに進めることは容
易ではない．この原因として，我々は大きく
分けて 2つあると考えている．1つ目は，グ
ループの複数ユーザが重複またはとても類
似した検索行動を行ってしまう点である．グ
ループとしての検索行動の方針が決まって
いない検索開始初期などにおいて，似たよう
なクエリで検索すると，グループ全体での探
索範囲が狭まってしまう．そのため，グルー
プ全体として網羅的な探索を行うことがで
きず，質の高い良いページに辿り着けないな
ど，満足のいく結論に至らないことがある．
2つ目は，各ユーザが個人の好みに合わせす
ぎて自由に探索を行ってしまうという点で
ある．各ユーザの好みだけで行動すると，い
つまで経っても探索範囲がバラバラでグル
ープとして的を絞りきれなくなってしまう．
結果として，最終的なゴールに辿り着けず目
的を果たせなくなってしまううえ，時間の浪
費となってしまう．なお，この両者は探索範
囲が狭くなっていることと探索範囲が広く
なっていることとでトレードオフの関係に
ある． 
そこで，探索空間が狭くなりすぎたり，広く
なりすぎたりしないようにするために，グル
ープメンバーの探索行動（入力クエリや閲覧
ページ，選択した推薦クエリなど）をリアル
タイムに分析し，現在のグループの探索の広
さを計算する．次に，探索範囲が狭い場合に
は，現在グループメンバーがどういったこと
を主に検索しているのかというキーワード
（シードクエリ）を推定する．さらに，推定
したキーワード（シードクエリ）を利用して，
グループとしての探索範囲を広げるための
クエリ（発散クエリ）とグループとしての探
索範囲を狭めるためのクエリ（収束クエリ）
を生成し，グループメンバーに推薦クエリと
して提示する手法を提案する．ここでは，収

束クエリと発散クエリの混合割合をコント
ロールすることによって，グループメンバー
の検索行動を何気なくコントロールする事
を目標とする．図 4は本システムの構成図と
なっている． 
 

 
図 4 システムの構成図 

 
４．研究成果 
 
情報共有を支援するシステムをApple iPhone
など iOS上で動作するネイティブアプリケー
ションとして開発を行い，比較システムを実
装した（図 5）． 

 
図 5 あるユーザが興味を持ったページを他

者の結果リストに割り込ませた様子 
 
また，実装したシステムをもとにして評価実
験を行うことでその有効性を明らかにした．
ここではまず，情報共有を支援するシステム
について，情報共有を行わないシステムを比
較システムとして実験を行った．実験では，
1 グループを 4 人とし，比較システム，提案
システムをそれぞれ 1回ずつ使うように 1グ
ループあたり 2つのタスクに取り組んでもら
った（ただし，1 タスクは 10 分とした）．実
験後のグループでの検索における結論への
満足度については，提案システムが良い結果
となっていた（図 6）． 

 
図 6 満足度と容易度 



 
また，訪問ユニークページ数が提案システム
では比較システムに比べて 3分の 2程度にな
っていることが解った．さらに，システムの
効果として，所定の時間（10 分）の後半にな
ればなるほど比較検討のための機能を使っ
ていたことが観察された． 
 
次に，収束クエリと発散クエリを推薦するこ
とによって，グループの情報探索範囲をコン
トロールするシステムの実装を行うシステ
ムを Apple iPhone など iOS 上で動作するネ
イティブアプリケーションとして実装した
（図 7）． 

 
図 7 クエリ推薦により情報探索範囲をコン

トロールするシステムの iOS 版 
 
システムの有効性を明らかにするため評価
実験を行った．ここでは，32 人の被験者を 4
人ひとつ 8グループに分け，1タスク 10分程
度で提案手法と，比較手法（グループとして
の協調検索においてユーザが入力したクエ
リに関する推薦クエリを提示する比較シス
テムであり，一般的な検索エンジンのクエリ
推薦システムと同等の振舞いをする）をそれ
ぞれ 1 回ずつ使うよう，2 つのタスクに取り
組んでもらう実験を行った． 
実験の結果は，図 8の通りである． 

 

図 8 かかった時間と発話量 
 
実験より，結論に達するまでの秒数が短くな
ったこと，発話回数も減ったことが観察され
る．また，入力されたクエリの内，推薦クエ
リの占める割合が，提案手法が圧倒的に多か
った（提案手法が 31.5%で，比較手法が13.4%）． 
 

 
図 9 アンケート結果 

 
また，アンケートの結果より協調検索におい
て，他者の入力したクエリを考慮したクエリ
推薦手法が有効であることが解った． 
 
以上の通り，これからますますスマートフォ
ンが一般化することを考えると，それに応じ
て需要が増加すると考えられるモバイル協
調検索を支援する技術の提案及び開発を行
い，システムを用いた実証実験によりその有
効性を明らかにした． 
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